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目的地
・みずほバス利⽤者の目的地は、⾃宅を
除くと勤務先・学校が多く、通勤・通
学での利⽤で⽐較的多く利⽤されてい
ます。
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「みずほバス」の見直しに向けた検討状況

・市では、交通の利便性向上を目的に、みずほバスの運⾏を⾏っています。平成２５
年のみずほバス再編から４年が経過した現在、利⽤者は毎年増加していますが、地
域状況の変化や利⽤者等からの要望に対応するため、昨年度実施した「公共交通に
係る住⺠アンケート調査」及び「みずほバス利⽤者ヒアリング調査」の結果等を基
に、より利⽤しやすい公共交通への⾒直しを検討しています。

路線名 所要時間 運行日 運行本数 運行時間帯

本田・唐栗線 ４７分
平日 ９本 ６～１９時台

土日祝 ８本 ８～１９時台

十九条・古橋線 ４５分
平日 ９本 ６～１９時台

土日祝 ８本 ８～１９時台

牛牧・穂積線 ３９分
平日 １０本 ６～１９時台

土日祝 ９本 ７～１９時台

１） 路線概要

２） 年間利用者数の推移
増加傾向

３） みずほバス利用者ヒアリング調査の結果 調査期間 H28.9.26～H28.10.2
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3

本田団地

牛牧団地

バス停別利⽤者数（平⽇）

・南小学校、本田団地、牛牧団
地など、住宅街や団地周辺の
バス停が⽐較的多く利⽤され
ています。

順
位

バス停名
利用者数
(人/日)

1 穂積駅前 198.6

2 瑞穂市役所 26.0

3 南小学校 23.6

4 牛牧団地 17.2

5 本田団地北口 13.6

6 古橋神田町 12.4

7 本田団地 9.6

8
野田新田公民館 7.4

居倉東 7.4

10 唐栗口 7.2

便別利⽤者数（平⽇）

本田・唐栗線 十九条・古橋線 牛牧・穂積線

・⼀部の路線で座席数（14⼈）を超える利⽤者数の便があります。

①穂積駅前
198.6

②瑞穂市役所
26.0

③南小学校
23.6

⑤本田団地北口
13.6

⑦本田団地
9.6

⑩唐栗口
7.2

⑥古橋神田町
12.4

④牛牧団地
17.2

⑧野田新田公民館
7.4

⑧居倉東
7.4

プラント６瑞穂店

・穂積駅前の利⽤者が最も多く、利⽤者の約8割が穂積駅で乗降しています。

本田･唐栗線

十九条･古橋線

牛牧･穂積線

（人/日）

瑞穂市役所

利用の多いバス停（上位10バス停）

利用の多いバス停（上位10バス停）

最小 最大 最小 最大

最小 最大

平均 平均 平均

資料⑥
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行き・帰りともバス利用 片方はその他手段を利用

みずほバスの利⽤意向

４） 公共交通に係る住民アンケート調査の結果

利⽤するための条件

・みずほバスを利⽤していない⼈のうち、約４割が「運⾏条件によっては利⽤した
い」と回答しています。

・利⽤するための条件は、「バス停を増やす」が最も多く、次いで「最終便を遅く
する」となっています。

（％）

⾏き･帰りのバス利⽤
・⾏き・帰りともにバスを利⽤している⼈は４割程度で、半数以上の⽅が⾏き、ま
たは帰りのみバスを利⽤しています。

・公共交通カバーエリアを増やすために、バス停を増設します。
・バス停の増設や運⾏エリアの拡⼤に伴い、現⾏の３路線から４路線へ、路線を増やし
ます。

・現⾏では穂積駅前１８時台発の便が最終便ですが、通勤・通学等の帰宅時にも利⽤し
やすくするため、夜間に増便します。（穂積駅前２０時台発）

１１⽉に運⾏ルートや時刻表の案について意⾒募集（パブリックコメント）を実施し、
いただいたご意⾒などを踏まえて検討を進めます。以降を各種⼿続きと周知の期間と
し、平成３０年４⽉に再編実施を予定しています。

５） みずほバスの見直し

今後のスケジュール

⽅向性

以上の結果から、みずほバスの⾒直しの⽅向性を下記のように検討しています。

平成29年10⽉ ｢みずほバス｣の⾒直しに向けた検討状況のお知らせ(広報みずほ10⽉号)
第1回瑞穂市地域公共交通会議（本⽇）

11⽉ 路線再編案に対するパブリックコメント（約1ヶ⽉間）
12⽉

平成30年 1⽉ パブリックコメントに対する回答
第2回瑞穂市地域公共交通会議

2⽉
3⽉ 路線再編の周知

（広報みずほ3⽉号・ホームページ・⾞内掲⽰等）
4⽉ 路線再編実施


